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名古屋市蓬左文庫

Nagoyashi H6sabunko 

｜展1示直lょI') I 
名古屋の古版本展
一江戸時代の尾張版一

2.6は）～3.28（日）

印刷：）·~£が＂＂！~ 付；I .文化の進！民に相Ifドうことはいうまでもなく、近世封建体制を倣立した徳川家主：）iも、

世長年 ll\J 、その文教政策の一段として、和i史の古典をさかんに 1m1~反した 。 続いて元手！ I ・ 究永から万if； ・

＇.｛：.＇.文年川には、 Fil:<j.：のHi.f.fiや数iiiも次第に明力11し、さらにijiJUJ以後は、江戸 ・京 ・大坂の三者IIのほか、

j[・i止的地）］版も山現するようになった。！毛娠においても初代滞主義直以来、学術を重くみて奨励をか

さねたキ古来、 多〈の1字J名占や文人を説:l',し、江戸H

達．千干lえするに至つた。このような？？対のもとに、名古屋の出版業はいちじるしく栄え、地方都市と

しては拠f§IJともいえる進以を遂げた。城下の目nき通り、本町付近には、 j瓜月堂 ・永楽屋OR盟主）な
どを代表とする書店が集111し、 三円IIの業者とも提携して、活発な営業ぶりを示した。出版物のやif(類は、

’Y：やj:j~I~： ・ J凶作汗？をあわせて多的多憾に lえんだが、これがいわゆる足以版で、有名な本F.i.:·D：長の「111 .,cJ·~

,lL.'.f.L.；」、ぶ；“Ii北粛の「北見守W:ffi1i」、｜品1LL!文｜京lらの 「足以名所図会」などのほか、 iiif村禿似の「ii：：紀集Wf.」

松、1-:;u山の 「本1；〔正前」、1＇｛雌’；；：；三の「述内観象図説」、fJ打i主主介の 「必西本￥1'1Ifft: 」など、 ti~べとい

われるものカ、少くなし、。珍しい例では 「拠地紀略」のようなl詰l舎の彼真ljも行われた。なお、それとは

別に、 LI＋ーのn本記 「大惣」などもあリ、文是Kの成況をものがたっている。
以上のよ41；長l以を大別すると、 一般吋lll¥（本屋）発行のもの、制Ji：者の私家版、｝毛リ長r務によるむ版（務

！；反）の三純になる。もっとも、私家版にも苫ー店経由で発売されたものがあり、また官！以はいわゆる191

1命立）~I,{ を立l床し、ブ（ I り J 3 年 (1783 ）に開設された瑞枝川倫立の教科詑伺に復刻された民主l~fj（で、天lり1

7 年の 「~n世治安」はじめ、およそ IO-Hi.Niにのぼるが、木前＇.：j':）阪の多いことを特色とする 。 lりJj命立 ’｜ラ

ザ （学長）ぷ凶大峰の 「会p1-:!:! #frJ.J」も木市こ（）以で、私家版ながら i\l;llJ-Jj命堂）~)Ji といえるかも知れない。

これには、！以下に相当する大崎のl’I~j'tf，~·.i本もそろ っ ている 。 なお、「 i!}：紀JR解」などには、使用消みの

版本のー古｜；が現存し、あわせて版I）；されている。
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「名古屋の古版本展」出品目録 (Ill附捌！Hll,)
i主左罫l3号参！！（＼

I .書韓（本屋）の出版物

1 .米子策問 mn続安 Iii品以似l芸術 ・ih＇. ~1; Fdti 
（中llfr版） 延！＿＇／ 1己年（i 144 l i:1J 1 nu・ 

2.伊川先生産m子所好何学論 例代安i'i
総出吉兵衛 （ ,fH合 l~l'i )

町内17年(1770）ーHJ 1 lilt 

3.本草正論校平秀主； j孔｝J :i:t ( J!ft~ 刈係助 ）

（キII合版） 安永5年(1776HIJ 611甘

4. 史記在j!;書暦昔ー宇！日註 松水Nf.栄（1£1草）
！氏月:i:t( liftl J-J係Jl}J) （ 本II ｛子 J~ril 

安ノi<8年(1779）「lj 1 lilt 

5.歳華詩料 河村主主tH 11！品Lti0f!F＜伶r（ 中llf子 i~ril 

安永10年（1781）ーHJ 2 1111 

6.暢国詠物詩 岡田挺之（新Jll）ノk楽堂（ノkWi出来

閉店II) 党政10年(1798)1子 4 Ill] 

7. 唐宋八大家文街石川安~l （香山）

本屋久兵衛寛政13年（180l)HJ 3 II甘

8.女誠他口｝｜；古永楽屋東四民II

半；平日2年（1802）干lj 1 lilt 

9.画本夢の世 'ji汗E図主人 J!ftl J-J :::t 
半手口3年（1803)FIJ 1 flサ

10.物1日Itill:?'r ;j(谷位文ノk楽:it.:（ 付、 w:1:,t. 1主 1i~J~ri

Id H) 文化6年（1809)FIJ 2 II日

11.左氏伝家：：Jと樋口n;,1; ノ・i<* 13!. .!-It JILi f!ll 
（占II介版） 文化8年（18ll)HJ 2111J・ 

12.畿rj1錦心勾凶行:fr! Jlfll(('.J:d松hl；存F<flti)

水楽hlJkllLI日II（十II合l以）

文化11年(1814）政 2 IIせ

13. b、神IJfJT＇一 筆画訪 山飾北rn水楽出来Ji4f!ll.
（付、 J.Rt:,t立i刷版画問山ll・-1'LIH) 
文政6年（1823）序 1 fl甘

14.校言T伊勢物語図会 永楽屋点Ji4f!ll 美J俊民fJ十六

（ 科l合）~!Ji) 文政8年（1825)-Flj 3 ilけ

15 . 治的駅路怖石附「／~.!fl井松髭普fiJ!f.j . 

二Ii.野出羽i右11tiP'I・本l五忠三郎 （州イト版）

災保3年（1832 )flj 3111} 

16. 北斎没画 12制 〔 ノ·i<~Li 〕

天保5年（1834）序 1 lilt 

17.尾張名所図会 前縦 ｜珂U3伴等制 去を出久FJ!ti

－菱屋久八郎天保15年（1844）「IJ 7 11甘

18.古事記伝本居立長ノk楽屋東l四日II（付、 JlU.t.
ゴ主製本田色目録）天保151.下（1844 )f1J 48HIJ-

19.須謄日記香川対周等美濃崖伊六・

美濃屋文次良II •JL化 4 年 （ 1847)!-f'. 1 Hit 

20.二家対策村瀬甑校千文｜品I（水楽出正t'</!ti）・
度芸堂（万屋東平） -1；｛；ノ・k5年（1852）！子 1jllJ・ 

21.尾恨英傑画伝小田-1;1）森江文革立

都永5年（1852）序 1 lilt 

22. よし此名婦の里 陪Jl:I羽山人井筒民正右衛門

－チ｜ニ筒屋文JljJ 慶応2年（1866)-FIJ 6 flけ
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23. lElJI＇リ凶•）撰集楽 初制石紙l伝J!i,f, 目J·~-t

Ji巻立（主主催久八郎） (H、11':ltfli旧作｜」以）

刊 1II日

24. iがl取れι｝］棚小型j’秋；；Jr
万巻立（去を屋久八郎） -FIJ 1 flサ

25. 1~~Mかちかちはl
JJ：文（Jj：筒屋文助） r1J 111サ

26. えほん卜二jJ 

11：文un古屋文助） flj 1 fl日

27. J点ヶ lょう I~~討
』j：文un古屋文Jl)J) l守＝1j 1 1111・ 

〔参巧ー〕

・名古屋1！：：林政板目録上旬lif; 3年改正

lりldi4年（1871)'.lJ. 1 IIサ

II私家版 （個人蔵版、書!Lit発行本を含む）
28.雑言i反字他 市｜珂猛彦槻凶（IllI刷孟彦）ti: 111 /1＇：ぷ板

製本所松屋普兵衛

文化11年（1814）干lj 2巻 1flit 
29. ,f-：経司馬温公指解事11銑世猷校干lj

文化13年(1816）干lj l巻 1II仕
30. J,／.平日新録 ぷ回大峰 〔雄風館（涙IJl氏叫）〕

文化4年（1807）序 14巻6lilt 
31.作詩質的反！日大峰述・＃旧秀校級住lfo'i(涙LU

氏物 ） 11：制反 （ f'l•、縦風館税、1 ：：・目 H) ノk楽l五点
llLJ(!ll等発行、文；l改3年0820)I木、｜吋4年（1821)

織J台 11111 

32. I.工 l毛住泣~（，［ #I上l大崎 縦胤自j'(（添川氏！／／.＼）必1:ri1
（付、 .;Y,:;1：：目H）文政4年（1s21J1n& 2 nu・ 

33. 随意録 是正U3大崎維j瓜館（反III氏戦）必版 （付、

;>;:;1HJH）文政12年（1829HIJ 8 ~ 8 II甘
34. ~西観象図説吉雄常三（ i菊•：，••• ) 1tl/. 象：：~： （＇ii ＼＇三）

1i：刻版文政6年(1823）！子、議日n 3巻31叶
35. ~長西本1.！.名疏 伊藤圭介訳 .ffJあ%！.（主介）1i：北
版文政12年（1829)HJ 2巻 ・付2巻 3111} 

36.本草会物品目録’併百祉制符（I社政作
天保6ij三（1835）干lj 1 lilt 

37.洋字結 f-Jf必圭介 花続古ー屋（圭介）ぬl以
＊似12年（1841）干lj 1 lilt 

38 . II k II~ 11 ~） ；；；雌痘奇書伊藤圭介花続、l出 （主
介 ）必 J~i 天保12年（1841)f1J 1 11け

39. Fiヌ淀川硝石間 伊藤圭介訳花縦、1Hi（主介）
iみl以 ｝；｛；永7年(1854）干lj 3巻・付 1巻 3 II甘

40. ~~iJJ也紀田島 （ライデン）仮復刻） 伊l泌氏化総書屋
iみ版安政5年（1858)-FIJ 1 fl甘

41. ¥i~j山手当該人心得書 fJf1i刻i介訳花札1::
)3！.（とL介）11'J.i)}Ji 文久3年（1863)FIJ 1 II日

42.干Lil英JJ)J,f;'i'；曲解協｜主1(1:11i ド ~i(.；・と）峨版水楽色tl.!-It 
llLI 民II ・永~／￥.太JilJ ・ FiL¥.Jlt , fi等発行
ii~， ノk2有二（1849）「lj 1 fill 

43. 1.！.：＇紀集 fq早 川村禿似 flil伝（究似）11：制反
イー仁戸末JYI（天1リ） 5年）Ji戸｜・＇IJ 30~き20lilt 

〔参巧〕
・校正古主1・；記 M絵i主th校 I副長徳川氏政n&
lりldi8年HJ 3巻 3lilt 
付、出版刷訂版権免J’l'-1k 各1i.凶



コラム

蓬左文庫の蔵書印

)(, 11~ !Jij を L己州あるし、 l立 •Jld-1、｜と ，ffiトするように、足d長縞を ｜ 

IB待して「l己

その 7.r,JU海図書」と「内）（.f必書」 いるのは、いずれかといえばi史学者ごのみである。尾張

織戊 三 郎 ｜ n告の文庫は、初jめは税制義l立の11~1 人的な所有てあったが、 I 

一世光友のとき、作物本行の職llJIJが設けられ、公けの芯：

I！，＼えをもつようにな っ た 。 したがっ て 「 11:~滞図子i：」印記は

表11,1きのものであるが、今までにお1介してきた印記にくらべると、その用例はあまり多くなし、。これ

に対して 「内府政？？」のfjは、 t務主の手元に；泣かれたもののようであるが、この印記も少ない）］であ

る。l引のサイズは、前者が45×2lmmの長方形、後者は48mmの方形。念のために蛇l止を加えると、 「il']

lf.f」とは普通 「内大臣」 を芯：l床するが、この場合は、 1--€:1長滞ないし尾fl・｜家の政（ 内包l!l と frJlf. される 。

なお、 11：：五IIは、名古屋城二の)L庭園内のものを主とし、｜百jじく この)Lの西北問に，建てられたこ｜精進

りの迎i1;(1弘lも古川iとしてmいられ、また、江戸市ヵ谷の詩作邸内、その他数ヵ）frにあった。

前回（その6）、「尾張府ヲヨ店印」について若干

の考証をこころみたが、「尾張伺行記」春日井郡大

曽根村の項に「此村落ハ府下ノ町ツヅキ二付、府

ヲヨノ支配ニ属ス」とあり、府ヲヨは町奉行、府罪広

は町奉行所であることが明確となった

L 
UH：文／.！（，制作研究HJ

閣官風下り｜
〈尾崎良知旧蔵書〉

「 •）！ <ii栴lχl ,1~」 「 11~1(.fii：主，1）：」

蓬左文庫の蔵書群 -3-

勤J：の土として知られる尾崎良知 （1840～1901）のIIi政古で、190部（1906点 ） に Jft..~｝； 。 11＇：説 ：l!：番号は

34から39(34・36の一日IIは｜徐 〈。 なお、「注lr.:No.7」において34～40としたのは誤記）。 ほとんどすべて

に 「尼崎氏蔵書記」（朱）という蔵省印がみられ、あわせて「尾崎良知i立苫：」（朱）と捺印されたものも

散凡される。内谷は、「十七史」 300flfr＇「十三経注疏」 70附など、大部なi英絡が多い。 「朱子語類」や

「凶苫集計大全」のような通左文庫旧政書 （明治初年払l±l本）や、染チ｜ニ文庫旧蔵書、白河文庫旧日説書な

ども含まれている。なお、良知は、幕末動乱期に尾務主鹿II券の側近として祈躍したのち、 ’i古盟主村（現

日目和区）に隠怯し、強を｜井.J~、て価学のinに専念する ·－／］、徳川家の顧問ともなっていた 。 i滋訟・は、大

正年lllJか昭和の初めごろ入庫したものと考えられる。
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出版物一覧

;y, 111hl市溢左文Wi1!Ui竹川Ji1-Hk( S. 50年干1]) 3 , 500 Pl Fl '1~ の， 1，典〈注左文w同H>( S.52年干lj ) 200円

r,,11w.市法左文l!HIEl:,rr.分m円鉢（s. 51年FIJ) 4' 000円

名古屋市注左文庫内文件前絵図目録（s. 51年刊）2,500円
尾崎久効、コレクション目録第一～三集

( s .52～55年刊） 名 1,500円

4片山屋鍛詐(i［制）業 •］ I .総目H(S .53年刊） 2,000同

名古屋議官統制泌引（s .47年刊） 700円

名111hli接持続制総目H(s .44年干lj) 400円

善本解巡回鈷第一～三集（s .55年flJf.r:il 名 300円

j主左文w.m袈文化財岡鉱（s .52年干lj) 200円

J主左文庫 ・i/fi［氏物iflf図録（s .53年干lj) 300円

蓬左文庫所蔵古地図複製（s .55～56年刊）
N。1～No."8
No. 9 （尾張志付図）知多郡

名古屋筆書三編第12巻（s .56年刊）

同 第8巻（近刊）

張州年中行事室長、他ニ編

同 第16巻（近刊）

横井也有全集上

各 1,800円

1,800円

3,000円

3,000円

3,000円

女以上の IL\1版物は、本文Joi！・J~務室において／)j（布しています。 郵送希望の ）jは郵送料が必裂ですので、お問lL、合

わせ下さし、。（ただし、，1;.1也阿波製は邸送不可）

＊牛：文w所蔵，111也図のおう貨な紋製を作成し、希望者には頒布しています。
育「;y,11ilti.il路， 1 ：：三制」（ 20 ~き ・ イ.J 1 ~－（－定）の第 l l!!I配本をl)(iイIi1I1です。ただ今、 m2・31111内己本をi¥ldijliしていま

すが、II（｛干1157年 2J J ,,f－：～ 4 } J tj（にli(iイIiいたします。

I> I> b 利用ご案内 寸寸寸

I>開館時間 午前 9II与30分～午後 511与

I>休館 日 勾）J 11/f! l:f・部3イ[i:ll/1ll:f （館内特理III ) 

i 日時に市なる場合は BB/WltiUI · 火 1~ ！11\
祝日｜ ｜ I llBt ,, II・火fHll I 

I>閲 覧 館内に限り、館外rtLIHしはいたしません

（閲覧料）－）~；凶図 －， I}: 無料

.m袋図，I}:有利（ 1苦11100P:J) 

I>展 示 ’il¥・11;J.1i:ゑJ：の一日IIを展示

I>復写サービス

（ 特別民 を ｜徐き入場~！l.F, 米｜ ）

作JI』l≫<J,I ｝：のうち似作 IJ（~1·＇.：；’のないも

のについて政＇I）：サービスを行ないま

す。その他、マイクロフィルムの平lj

問、’IfJ°J:.J11位協の1p,],'iを’豆・1・1けますの

名古屋市蓬左文庫

〒461;?', ,11屋市東区徳川lllflOOl帯地

宮（052)935-2173

（ドス瀞rII ＼米町~－·~ 1伽）
山 u lllT :ilL 500 rn I 

名古屋市蓬左文庫
＇＂，、才
納付1；.圃I

i.1111 ，.， れ 山~·耳目 合人＂＇ 1'1111ャ，，
で、ご米Ji!；の上、ご相談下さし、0 ・・＂ハ時 ：I¥;.11 

「蓬左」第 9号 食II｛｛干1157年 2}J 6 11発行 食制集 ・発行 ：r.,1,.hldi注左文/ilt（京区徳川IHJl001番地）
会無料 交不定期！刊行 会印刷l：大l討j印刷H東区以2-3-18)
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